
会 議 録  

会 議 の 名 称 平成２１年度 第２回行田市環境審議会  

開 催 日 時  平成２１年１２月９日（木）  

   開会：午後 １時３０分・閉会：午後 ３時００分  

開 催 場 所  行田市教育文化センター みらい 第２学習室  

出席者（委員） 

氏 名 

 米 山 稔 委員   伊東政信  委員   川口元宏  委員  

 藤原光彦  委員   佐藤良明  委員   飯田尚彦  委員  

 永瀬陽一  委員   濵中紀子  委員   関 口 進 委員  

 茂木幸蔵  委員  

欠席者（委員） 

氏 名 

 白井裕泰  委員  

事 務 局 
宮﨑環境経済部長 小林環境経済部次長兼環境課長  

倉林主幹     前島主査     田沼主事  

会 議 内 容 

１．行田市環境基本計画第２次実行計画について 

２．その他  

会 議 資 料 

・行田市環境基本計画第２次実行計画（案）  

そ の 他 必 要 

事 項 

傍聴人  １名  



 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

事務局（小林）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（小林）  

 

米山会長  

 

事務局（小林）  

 

 

米山議長  

 

 

１．開会  

○定刻となりましたので、第２回行田市環境審議会を始めさせて

いただきます。  

委員の皆様には、公私ともにご多忙のところ、本審議会にご出

席をいただきまして、誠にありがとうございます。  

本日は、１１人中、１０人のご出席をいただいております。従

いまして審議会条例第６条第２項の規定により、本審議会は成立

していることを報告させていただきます。  

 また、埼玉県警察の人事異動に伴い、委員の変更がありました

ので、ご紹介させていただきます。斉藤委員の後任の行田警察署

生活安全課長の藤原委員でございます。  

 はじめに、事前にお配りさせていただいております資料もあり

ますが、本日の会議資料の確認をさせていただきます。「次第」、「行

田市環境審議会委員名簿」、「平成２１年度 行田市環境基本計画

第２次実行計画（案）」でございます。よろしいでしょうか。  

それでは、次第に基づき進めさせていただきます。  

２．あいさつ  

○次第２．「あいさつ」でございますが、米山会長よりご挨拶を頂

きたいと存じます。  

○挨拶  

３．議事  

○それでは、これより次第３．「議事」に移ります。  

議事の進行は、審議会設置条例第６条の規定により、米山会長  

にお願いいたします。  

○それでは、しばらくの間議長を努めさせていただきます。議事

がスムーズに進みますよう、委員皆様のご協力をお願いいたしま

す。  

 なお、本審議会は公開となっております。傍聴を希望する方は  
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 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

事務局（倉林）  

米山議長  

 

米山議長  

 

米山議長  

 

事務局（前島）  

米山議長  

事務局（前島）  

 

 

 

 

おりますか。  

○１名希望しております。  

○事務局の方は、傍聴人の入室をお願いします。  

（傍聴人入室）  

○それでは議事に入らせていただきます。  

（１）行田市環境基本計画第２次実行計画策定方針について  

○議事の（１）行田市環境基本計画第２次実行計画について事務

局から説明をお願いします。  

○行田市環境基本計画第２次実行計画についての説明  

○ただ今の説明に対して、質問はありますか。  

○事前に関口委員から質問をいただいておりますので、その質問

について回答いたします。  

 「地球温暖化対策等で化石燃料の使用の効率化や使用削減が地

球的規模で取り上げられている中、２８ページの大気に関する目

標の中にある「環境基準の維持・向上」では取り組み目標が低い

のではないでしょうか。また、環境基準の記述は必要と考えられ

ますが、目標値に「○○％低減」というような記述は出来ません

でしょうか。」という質問ですが、環境基準というものは、人の健

康を維持するための最低限度としての値ではなく、より積極的に

維持されることが望ましい目標として定められた数値ですので、

目標には環境基準値を使用しております。また、毎年度環境基準

を満たすことを目標としておりますので、「○○％低減」というよ

うな記述ではなく、「環境基準の維持・向上」という記述をしてお

ります。  

また、「２９ページの「河川の水質」の「T-N（全窒素）」や「T-P

（全燐）」は環境基準値を上回っているが目標達成が見込めないの

でしょうか。」という質問ですが、合併処理浄化槽の補助制度、浄

化槽の維持管理普及活動や工場等の排水検査を行っていますが、  
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 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関口委員  

 

 

事務局（前島）  

 

濵中委員  

 

 

 

T-N や T-P は毎年環境基準を上回っているのが現状です。利根川

から流れ込んでくる用水や熊谷から流れてくる忍川等で水質の測

定をしていますが、行田市の入り口から既に環境基準値を満たし

ておりません。そのため、行田市だけという考え方ではなく、埼

玉県全体として取組を行っているところでございます  

また、「３１ページの「省エネルギーの促進」の「電気使用量」

の目標について、「平成１８年度を基準として５％削減」とありま

すが、その根拠について教えてください。」という質問ですが、行

田市役所地球温暖化対策実行計画の中で掲げられた目標となって

います。  

また、｢最近は市街地の街路灯や信号機なども LED ランプに切

り替えられているようですので、市役所の照明等を LED ランプに

切り替えることによって削減値の具体的な可能性が見出せると考

えられます。｣という質問ですが、行田市環境基本計画や行田市役

所地球温暖化対策実行計画の中で省エネ型設備の導入を推進して

いますので、新規又は取替え時期に LED 蛍光灯について随時検討

していきたいと考えています。  

 以上、事前にいただいた質問についての回答とさせていただき

ます。  

○T-N や T-P については、流入する入口から既に基準を超えてい

るということですが、他にも自然的な有機栽培農業から出る場合

もあります。  

○課題としては認識しておりますが、農業との関係もあり、対策

まで進んでいないのが現状です。  

○その地区に住んでいない方が事業をやっている事業所のゴミの

収集等について、大きい事業所では事業所で処分、小さい事業所

は地区の集積所に出していると思いますが、ゴミの出し方等につ

いては、その自治会で指導をしているのでしょうか。  
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 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事務局（前島）  

 

飯田委員  

 

 

事務局（前島）  

 

事務局（宮﨑）  

 

 

米山会長  

 

 

事務局（倉林）  

事務局（小林）  

 

伊東副会長  

 

 

 

事務局（前島）  

 

 

伊東副会長  

事務局（前島）  

伊東副会長  

 

 

○事業所のゴミについては市では収集しておりません。各事業所

が直接、収集運搬業者を頼み、処分してもらっています。  

○３１ページの「行田産野菜などの販売額」について、地産地消

を考えて、環境面からも活動をした方がいいと思いますが、そう

いった活動を強化していくような考えはありますか。  

○市全体の事業として、地産地消については非常に力をいれてい

るところでございます。  

○地産地消が環境面でも非常に大きな効果があることは担当課で

ある農政課も認識しておりますので、安心、安全、環境に優しい

という３点から推進しております。  

○販売額について、既に現状値が目標値に近いのですが、地産地

消に力を入れていくならば、もう少し高い目標を掲げてはいかが

でしょう。  

○担当課と改めて協議します。  

○行田市は米麦が中心で、野菜の作付面積が小さいため、販売額

を大幅に伸ばすことは難しい点もございます。  

○前回の審議会でも質問しましたが、目標と実際の到達度に関す

る報告書について、平成２０年度分ができていないということで

したが、資料の第２次実行計画（案）の現状値で示されていると

いうことでよろしいでしょうか。  

○ご指摘のとおり、資料の中の現状値で平成２０年度として書か

れてある値は確定している値ですが、報告書は別に作成する予定

でございます。  

○その報告書の作成は平成２２年３月になるのですか。  

○そのように予定しています。  

○元々の部分で達成できているかについての検証がどこまでなさ

れているかわからないですが、そういったものがないままに次の

計画を進めていっていいのでしょうか。  
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 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事務局（倉林）  

 

伊東副会長  

 

 

事務局（小林）  

茂木委員  

 

 

 

 

 

事務局（前島）  

 

 

米山議長  

 

 

事務局（前島）  

米山議長  

 

 

事務局（小林）  

米山議長  

 

 

 

事務局（前島）  

○実績値を把握できるのが翌年度になってしまいますので、作成

時期が遅れてしまいます。  

○平成２０年度の実績値は平成２１年の３月末には出ると思いま

すので、報告書が早めに出せるよう善処していただきたいと思い

ます。  

○早めに実績値を収集して、報告書を作成したいと思います。  

○３２ページの「市民参加の活動」の「自然観察会」や「環境イ

ベント」の回数が少ないのではないでしょうか。自然に対する関

心度を増やすために、啓発活動の実施やイベント参加人数を増や

すような工夫をした方がいいと思います。  

 また、市民や団体などがやっているイベントに市も積極的に参

加していただきたいと思います。  

○市内にも一生懸命活動されている団体がございますので、そう

いった団体と連携し、その中でイベントなどにも参加・協力して

いきたいと考えています。  

○３２ページに「地域環境指導者の登録人数」の「埼玉県環境ア

ドバイザー」とありますが、現状の人数は埼玉県全体の人数です

か。  

○埼玉県全体の人数となっています。  

○埼玉県環境アドバイザーのパンフレットを見ると、行田市内に

は埼玉県環境アドバイザーは 1 人もいませんが、この書き方です

と行田市に６５人いるように思われてしまう気がします。  

○行田市の計画ですので、行田市の人数に直したいと思います。  

○市内でも志のある方がいますので、市としてバックアップをし

ていただきたく思います。  

また、１２ページに「緑道の拡大」の目標が平成３２年度とな

っていますが、説明をお願いします。  

○忍川から総合公園までの延長９００m の整備について、平成２
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 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

伊東副会長  

 

 

 

事務局（小林）  

 

 

 

伊東副会長  

 

 

事務局（前島）  

米山議長  

 

 

 

事務局（前島）  

 

飯田委員  

 

 

 

事務局（前島）  

 

飯田委員  

 

３年度から１０ヶ年の計画で考えています。  

○例えば、１２ページの「自転車の利用しやすい道路の整備」の

道路治水課、商工観光課というように、一つの事業に複数の部署

が担当になっている事業について、担当部署を一まとめにするこ

とはできないのでしょうか。  

○「自転車の利用しやすい道路の整備」については、道路の整備

は道路治水課ですが、観光的な部分もありますので商工観光課が

担当課に入っています。各課の事務分掌の関係があり、一まとめ

にすることは難しい部分があります。  

○一緒にしてしまった方が、市民の方も納得しやすいと思います。

また、環境に優しいまちづくりを目指しているのに、目標が現状

維持というのはさみしい気がします。  

○ある程度現実味を含めた目標値を設定しています。  

○埼玉県環境アドバイザーの他に埼玉県環境教育アシスタントと

いう制度もありますが、埼玉県環境教育アシスタントもこの計画

に載せることはできますか。現状、行田市は１名ですが、平成２

２年度に登録を考えている方が何名かいらっしゃるようです。  

○埼玉県環境教育アシスタントについては追加したいと思いま

す。  

○１２ページの「自転車の利用しやすい道路の整備」について、

自転車の利用しやすい道路というのは、買い物に自転車で行きや

すくなるなどといった生活に密着した道路ということでしょう

か。  

○昔に整備した道路は狭いので、４m 幅の歩道を設置していきた

いと考えています。  

○幅員４m 以上というと街の中には少なく、郊外に多いというイ

メージがあります。自宅から郊外に行く時に自動車と自転車を比

較すると、距離があるので自動車を使わざるを得ないので、市街  
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 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

 

 

事務局（前島）  

 

 

関口委員  

事務局（前島）  

関口委員  

 

 

 

事務局（前島）  

関口委員  

 

 

事務局（宮﨑）  

 

 

 

 

 

米山議長  

事務局（前島）  

 

米山議長  

 

地に作った方がいいと思いますが、近場に出かける時に自転車を

使いたくなるような環境づくりという方向で考えているのでしょ

うか。  

○現在やっております市役所の前の歩道の整備では、段差をなく

し、歩道を広げております。市街地内では幅員４m にとらわれず

に事業を進めています。  

○幅員４m 以上の歩道に自転車を通すのでしょうか。  

○歩車道ということです。  

○自転車と歩行者の事故が多いため、最近ではそれらを分離する

ような動きがあります。自転車は車道を走るものですが、この書

き方だと歩道に自転車を通すという誤解が生じてしまうので、別

に定義を設けた方がいいと思います。  

○書き方を含めて再度検討します。  

○先日、利根大堰でサケの遡上を見てきましたが、他にも見に来

ている方がたくさんいました。市の自然の一部でもありますので、

この計画に記載した方がいいのではないでしょうか。  

○年々、サケの遡上数が増えているのは、水の浄化や環境保全の

結果と捉えております。また、教育面と連携とした取組として、

サケの採卵会を開催し、そこで採れた卵を市内の小学校２校で育

て、稚魚を利根川に放流する活動もしております。サケの遡上に

関しては計画の中に記載したいと思います。  

（２）その他  

○次に、（２）その他について事務局から説明をお願いします。  

○次回の審議会についてですが、２月上旬から中旬に開催を考え

ております。  

○以上をもちまして、議事の全てが終了いたしました。  

 傍聴人は、ご退席願います。  

（傍聴人退室）  
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 8

 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

米山議長  

 

事務局（小林）  

○これをもちまして、議長の職をおろさせていただきます。ご協

力ありがとうございました。  

○米山会長、委員の皆様、長時間にわたりご審議いただきまして、

誠にありがとうございました。  

 これをもちまして、第２回行田市環境審議会を閉会とさせてい

ただきます。  

 


